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Earthquake Response Estimation of the Small Building Model 
 

































a)基本模型       b)免震層 
写真 1 振動模型 
 
3. 模型の特性把握（質量・剛性・周期） 
写真 1 に示した基本模型の特性は、表 1 に示す
とおりである。その他、ゴムにより各層の剛性
を大きくした模型、制振模型及び免震模型を準



































写真 2 振動台 
 











176 0.029 0.342 0.330 
 
 
図 1 基本模型の剛性 
 
4. 実験計画 
表 2 に代表的な模型のパラメータを示す。表 2













きくなった（図 3 参照）。 
表 2 代表的な模型のパラメータ 
№ 試験体形状 剛性(KN/m) 
固有周期
(sec) 
№1 純ラーメン 3 層 0.029 0.342 
№10 純ラーメン 3 層 2F,3F 各ゴム 2 本 0.034 0.316 
№11
純ラーメン 3 層 
2F,3F 各ゴム 2 本 
錘 295g 
0.034 0.665 
№14 純ラーメン 3 層 各層ゴム 2 本 0.032 0.326 
№15
純ラーメン 3 層 








№19 免震構造 ― ― 
 
表 3 検討内容 





№1 と№12 と№14 と
№16 とを比較 
② 各層の剛性の変化による応答値の違い 
№2 と№4 と№5 と№7
と№8 と№10 とを比較
③ 周期の変化による応答値の違い 
№2 と №3 、 №5 と
№6、№8 と№9、№10
と №11 、 №12 と
№13、№14 と№15 と
を比較 
④ 免震による応答値の違い №1 と№19 とを比較 
⑤ 制振による応答値の違い 
























































№1 40 10 3.337 0.744 20 15 0.556 0.124 
№10 20 30 1.112 0.248 12 4 0.890 0.198 
№11 10 12 0.222 0.050 
№14 20 40 2.224 0.496 15 5 1.112 0.248 
№15 20 5 1.668 0.372 
№18 40 5 3.893 0.868 




































図 7 №18 の応答加速度 
 
 
図 8 加速度応答スペクトル 
 
 
6. まとめ 
本研究により、以下の知見を得た。 
 振動台模型の固有周期は、理論値と自由振
動によるものの両者がほぼ一致した。 
 地盤の速度が比較的早い場合、剛性が増加
すると応答加速度が増加する現象を捉える
ことができた。 
 各層の剛性の変化による応答値の違いは確
認できなかった。これは、各層の剛性変化
が小さかったことに起因する。 
 共振現象を捉えることができた。 
 免震の効果と弱点（共振による応答変位の
増加）を捉えることができた。 
 ダンパーの効果を捉えることができた。 
 建物周期が長くなると応答倍率が小さくな
る傾向が確認できた。 
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